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ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回は、「感染症による人権侵害」についてお伝えします。

村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係

○
感
染
症
に
よ
る
人
権
侵
害

　
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
原
因
と
す

る
病
気
を
感
染
症
と
い
い
ま
す
。

　
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
に
よ
っ
て
、
感

染
症
の
患
者
・
元
患
者
、
そ
の
家
族
に

対
し
て
、
多
く
の
人
権
侵
害
が
生
じ
て

き
て
い
ま
す
。 

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
国

内
で
も
拡
大
し
て
い
る
中
で
、
感
染
し

た
方
や
そ
の
家
族
、
中
国
か
ら
帰
国
さ

れ
た
方
、
外
国
人
の
方
等
に
対
す
る
不

当
な
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
、
S
N
S

で
の
誹
謗
中
傷
等
を
行
わ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
・
元
患

者
は
、
病
気
の
原
因
や
治
療
法
が
明
ら

か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い

間
、
強
制
隔
離
政
策
の
も
と
に
お
か
れ
、

人
間
的
な
暮
ら
し
を
奪
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ
イ
ズ

患
者
も
、
偏
見
・
差
別
の
問
題
で
苦
し

ん
で
い
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

　
風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
と
同
様
に
、
お
一
人
お
一
人
の
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
な
ど
の
実
施
が
と

て
も
重
要
で
す
。
感
染
症
対
策
に
努
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
持
病
が
あ
る
方
や
ご
高
齢
の
方
は
、

公
共
交
通
機
関
や
人
混
み
の
多
い
場
所

を
避
け
る
な
ど
、
よ
り
一
層
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
し
て
様
々
な
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す

が
、
厚
生
労
働
省
等
が
発
信
す
る
公
式

な
情
報
に
基
づ
き
、
落
ち
着
い
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
は

　
エ
イ
ズ（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
）に
感
染
す
る
こ
と
で
、
免
疫
の
働

き
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し

ま
す
。

　
次
の
3
つ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、

性
的
接
触
、
血
液
感
染
、
母
子
感
染

の
3
つ
の
経
路
以
外
で
感
染
す
る
こ

と
は
な
く
、
日
常
的
な
接
触
で
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
エ
イ
ズ
は
、
研
究
も
進
み
治
療
法
や

治
療
薬
の
開
発
に
よ
り
、
発
症
を
遅

ら
せ
た
り
、
症
状
を
緩
和
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
全
国
の
保
健
所
で
、
無
料
・
匿
名
で

検
査
・
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
と
は

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、「
ら
い
菌
」と
い
う

細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

　
次
の
3
つ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
ハ
ン
セ
ン
病
は
遺
伝
し
ま
せ
ん
。

②
伝
染
力
が
極
め
て
弱
く
、
仮
に
感
染

し
て
も
発
症
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

③
薬
の
開
発
が
進
み
、
現
在
で
は
完
全

に
治
る
病
気
で
す
。
し
か
し
、
か
つ

て
は
、
伝
染
病
と
も
遺
伝
病
と
も
言

わ
れ
、
誤
っ
た
知
識
・
情
報
に
よ
り

患
者
の
強
制
隔
離
政
策
が
行
わ
れ
、

本
人
だ
け
で
な
く
家
族
ま
で
が
差
別

さ
れ
ま
し
た
。

　
周
り
の
人
は
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

患
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
、 

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の

料
金
改
定
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
予
防
注
射
の
注
射
料
金

が
、
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
。

　
現
　
行
　
　
２
，
５
７
０
円

　
改
定
後
　
　
２
，
８
０
０
円

　
こ
れ
は
、
消
費
税
の
値
上
げ
お
よ

び
獣
医
師
の
注
射
技
術
見
直
し
に
よ

る
も
の
で
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
環
境
対
策
課
　
環
境
保
全
係

　
℡（
６
７
）３
１
７
６

熊
本
県
住
宅
耐
震
化

支
援
事
業

　
県
で
は
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
住
ま
い
の
確
保
を
図
る
た
め
、

戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た

は
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木

造
住
宅

■
診
断
費
用

　
住
宅
図
面
あ
り

　
　
　
　
5
，
5
0
0
円

　
住
宅
図
面
な
し

　
　
　
1
9
，
0
0
0
円

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
℡
0
9
6（
3
8
5
）0
7
7
1

令
和
２
年
度

南
阿
蘇
村
戸
建
て
木
造

住
宅
耐
震
改
修
等
事
業

　
村
で
は
、
耐
震
改
修
な
ど
の
耐
震
対
策

を
行
っ
た
人
に
対
象
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工
ま
た
は

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
戸
建
て
木
造
住

宅
で
、
村
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
住
宅

■
募
集
期
間

　
4
月
6
日（
月
） 

〜
10
月
30
日（
金
）

　【
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
】

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

交
通
災
害
共
済
制
度

　
住
民
を
対
象
に
、
交
通
事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け

た
人
、
ま
た
は
そ
の
遺
族
を
救
済
す
る
た
め
の
共
済

事
業
で
す
。

　
掛
金
は
市
町
村
が
全
額
負
担
し
、
個
人
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
交
通
災
害
と
は

　
道
路
交
通
法
第
2
条
に
定
め
る
自
動
車
、
原
動
機

付
自
転
車
、
自
転
車
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
な
ら
び
に
電

車
、
汽
車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
船
舶
、

航
空
機
の
運
航
に
よ
る
事
故
で
、
日
本
国
内
で
発
生

し
た
も
の
。

■
交
通
災
害
見
舞
金

　
実
際
に
入
院
や
通
院
を
行
っ
た
期
間
に
応
じ
て
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
治
療
の
な
い
期
間
が
30
日
を

超
え
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
を
除
き
ま
す
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉　
総
務
課
　
防
災
消
防
係

　
℡（
６
７
）１
１
１
１

　
　（
６
７
）２
０
７
３

耐震改修設計工事
耐震改修設計
耐震改修工事
建替え工事

耐震シェルター工事

80％以内
２/３以内
50％以内
80％以内
50％以内

100万円
20万円
60万円

100万円
20万円

3
1
1
3
1

事業内容 補助率 限度額 対象戸数

150,000円

60,000円
40,000円
25,000円
20,000円

災害（被害）の程度 見舞金額

■補助額

〈問い合わせ〉
　建設課 施設管理係　℡（67）3178

※請求期限は事故発生の日
から1年以内です。

※必要な書類や請求手続きなど
の詳細は左記へお問い合わせ
ください。

FAX

■交通災害見舞金額

死亡
怪我の治療日数が
180日以上
90日以上180日未満
30日以上90日未満
10日以上30日未満
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